ワークショップ４　　（Ｂ会場）　　　『英語ノートを使ったＩＮＴＡＫＥの進め方　・　上級編』
表現（発話）への不安を軽減するアクティビティの一例
（英語ノート　１　Ｌｅｓｓｏｎ４　自己紹介をしよう）　　　　　　　　　　　　　河野　登貴子
（旭川市立向陵小学校）

準　　　備：　児童用小カード（６種類×班内の人数分）、　サイコロ（６種類のカードを貼った物）
人　　　数：　班単位（４～６人）
言語材料：　I like ～. / I don’t like ～.

　　　　　　　　使用したいカテゴリーの名詞　（例：　食物～りんご・ケーキ・ハンバーガー……）
指導計画：　１時間目～自己紹介に必要な表現の確認・　My name is ～. I’m eleven years old.

　　　　　　　　２時間目～I like ～. I don’t like ～.表現のinputと、聞き取りを中心にした活動

　　　　　　　　３時間目～表現の定着を図るグループアクティビティとペアアクティビティ
　　　　　　　　４時間目～Ｃｕｅ　Ｃａｒｄを活用した自己紹介文の組み立てと発表（output的活動）
　高学年の子どもたちにとって新しい表現（単語ではなく文）の獲得は、大人が予想する以上に不安とストレスを感じ、自信を持って話せるようになるまでには時間を必要とするもののようです。英語ノートの指導計画では、学習のねらいを達成するにはステップが粗いと感じたため、次のようなアクティビティを導入してみました。
★ダイスゲーム前半（好き好きゲーム）
　　①グループで輪になり、輪の中にカードを広げる。

　　②１番目の人がダイスをふり、出た絵を見てグループ全員で　“Ｉ　ｌｉｋｅ　pizza.”　などと言う。

　　　ダイスをふった人は、その絵と同じカードを場から１枚取る。

　　③２番目以降の人も順に同じように行う。２周目以降も繰り返す。同じ絵を２～３枚取ることになってもよい。ダイスと同じ絵がない場合は文を言うだけにとどまる。

　　④時間を区切って（５分間ほど）、あるいは場のカードがなくなるまで行う。

　　⑤自分が取ったカードを見て、“Ｉ　ｌｉｋｅ　pizza.”　“Ｉ　ｌｉｋｅ　bananas..” などと言えるかどうか確かめる。　（一斉に言ってもよいし、意欲のある児童を指名して言わせてもよい。）
★ダイスゲーム後半（きらいきらいゲーム）
　　①ゲームの前半で取ったカードをそれぞれ手に持って始める。場に残っていたカードはグループのメンバーに均等に配分し、すべてのカードを場からなくす。

　　②１番目の人がダイスをふり、出た絵を見てグループ全員で　“Ｉ　don’t ｌｉｋｅ　pizza.” などと言う。ダイスをふった人がその絵と同じカードを持っていれば、そのカードを場に捨てる。同じカードを複数枚持っていれば、一度に捨てることができる。
　　③２番目以降の人も順に同じように行う。２周目以降も繰り返す。ダイスと同じ絵を持っていない場合は文を言うだけにとどまる。

　　④時間を区切って、あるいは手持ちのカードがなくなるまで行う。

　　⑤自分が捨てたカードを見て、“Ｉ　don’t ｌｉｋｅ　pizza.”　“Ｉ　don’t ｌｉｋｅ　bananas..” などと言えるかどうか確かめる。　（一斉に言ってもよいし、意欲のある児童を指名して言わせてもよい。）
●ポイントは、とにかく回数多く発音させること。すっかり慣れるまでは一人で言わせずに友達と（グループ全員で）言わせること。それが子どもの不安を解消し、自信につながっていきます。









